
令和7年度 第１回
長崎県公共事業評価監視委員会
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１．審議経過

－
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２．目的・事業概要・これまでの経緯

【凡例】

地すべりブロック

対策工（整備済）

対策工（整備予定）
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３．事業の効果・必要性
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４．事業の進捗状況(事業費の見直し)

５

事業費 変更内容 増減額 主な増減理由
・事業期間延⾧に伴い、観測期間の延⾧
・抑制工、抑止工の設計

②対策工の見直し +２．３億円 ・抑制工、抑止工の追加
③労務単価等の増 +０．５億円 ・労務・資材単価等の上昇
合計 +４．６億円

①観測・設計の変更 +１．８億円



４．事業の進捗状況(事業費の見直し)

抑制工（横ボーリング工）の追加

抑止工（杭工）の追加

主な増減理由増額事業費増の内容

抑制工及び抑止工の追加による本工事費の増+２．３億円②対策工の見直し
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４．事業の進捗状況(事業費の見直し)

主な増額理由増額事業費増の内容

社会情勢の変化による資材・労務費の単価上昇など約０．５億円③その他

３割増 ２割増

６割増 ２割増

（円/人）

（円/m3）

（円/人）

（円/リットル）
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４．事業の進捗状況(事業期間の見直し)

８

(R2年度)

前回

今回

(R7年度)



５．社会経済情勢等の変化
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６．事業の投資効果


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７．対応方針（原案）

継続

◆保全対象の重要性、災害時の地域経済への影響を考慮したうえでも事業
継続の必要性がある

◆用地進捗率は１００％であり、今後早期に整備効果が発現する見込み。

◆地元からも早急な地すべり事業の概成が望まれている。

◆事業費の増額、工期延長はあるものの、費用対効果が十分に見込まれる。

対応方針
（原案）

継続
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